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目的： 

子どもの粗大運動発達は、出生の季節によって影響を受ける可能性が先行研究で示唆されているが、結論は出ていない。その

ため、本研究では、子どもの出生（誕生）月と粗大運動の関連を検討することにより、胎児期から乳児期において子どもの発達に

影響を与える可能性のある季節性の相対的な要因について考察する。 

 

方法： 

エコチル調査に参加している 72,203 名の子どもについて、出生月と生後６ヶ月及び１２ヶ月時の粗大運動発達について相関を検

証した。粗大運動の発達については Ages and Stages Questionnaire (ASQ-3）質問紙を使用し、それぞれの時点でカットオフ値を

満たす群とそうでない群の２群に分け、ポワソン回帰分析にて粗大運動の発達の遅れに影響を与える相対的な要因を算出した。 

 

結果： 

生後６ヶ月では 20.7%、１２ヶ月では 14.2%の子どもがカットオフ値を満たさず、粗大運動に遅れがあることが示唆された。生後６ヶ

月・１２ヶ月時点とも、粗大運動発達の遅れについて、夏生まれの子どもの相対リスクが高く、冬生まれの子どもの相対リスクは

低いという季節性の相関が観察され、その傾向は生後６ヶ月時の方が顕著であった。また、男児のほうが女児よりも粗大運動発

達の遅れが少なかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

出生月と生後６ヶ月・１２ヶ月時の子どもの粗大運動発達の間に季節性の相関があり、夏生まれの子どもに粗大運動発達の遅れ

の相対リスクが高かったことから、胎児期〜乳児期にかけて、何らかの気象学的な要因が子どもの粗大運動発達に影響を与え

ている可能性が示唆された。先行研究結果などより、脳や中枢神経が急速に発達する胎児期初期が冬と重なる夏生まれの子ど

もについて、妊娠中の母親の冬のビタミン D 不足や感染症の増加などが、生まれてくる子どもの神経発達へのリスクになる可能

性が考えられるが、本研究においては、妊娠中の母親の血中のビタミン D 値や感染症のデータの情報は含まれておらず、そのメ

カニズムについては特定できない。 

 

 

結論： 

子どもの出生月と生後６ヶ月及び１２ヶ月時の粗大運動発達の間に相関がみられ、夏生まれの子どもに粗大運動発達の遅れが

より多く観察された。 

 


